
有限要素法による
最大せん断応力の計算

• 300×300×50のコンクリート供試体に10tf
の縦方向の荷重をかけ，その中央を，φ50
のコアドリルで穿孔し，応力解法を行った場
合の最大せん断応力を，5mm間隔で有限
要素法で計算した結果を示します。

• 穿孔するにしたがって変化する応力状態が
よく分かります。
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穿孔 5mmの状態
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穿孔 10mmの状態



穿孔 15mmの状態



穿孔 20mmの状態



穿孔 25mmの状態



穿孔 30mmの状態



穿孔 35mmの状態



穿孔 40mmの状態



穿孔 45mmの状態



穿孔 50mmの状態（完全穿孔）


